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凡
例
一
、
底
本
は
、
『
叢
書
集
續
』
收
の
『
明
史
樂
府
』
一
卷
（
光
一
一
年
・
宋
澤
元
校
刊
本
・
懴
庵
）
に
基
づ
い
た
。
二
、
譯
は
、
解
題
・
尤
珍
・
料
・
詩
・
語
釋
・
	釋
の
順
で
竝
ぶ
。
三
、
尤
珍
に
對
す
る
語
釋
は
（
）

に
記
し
た
。
四
、
換
韻
位
置
は
、
訓
讀
の
下
に
」
で
示
し
た
。
17
鐵
書

の
殉
臣
、
鐵
鉉
（
一
三
六
六
―
一
四
〇
二
）
を
歌
う
。
字
は
鼎
石
、
河
南
鄧
州
の
人
。
洪
武
年
に
國
子
生
か
ら
禮
科
給
事
中
を
授
け
ら
れ
、
建
文
の
初
め
に
山
東
參
政
と
な
る
。
建
文
二
年
（
一
四
〇
〇
）
五
、
北
伐
に
失
敗
し
敗
走
す
る
李
景
を
っ
て
攻
勢
を
續
け
る
燕
軍
に
對
し
、
鐵
鉉
は
濟
南
の
地
で
こ
れ
を
え
っ
た
。
度
重
な
る
攻
を
受
け
な
が
ら
も
、
三
カ
に
亘
っ
て
こ
の
地
を
固
守
し
、
燕
王
は
つ
い
に
却
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
。
詩
に
は
鐵
鉉
の
計
略
が
活
寫
さ
れ
、



に
誘
き
寄
せ
ら
れ
た
燕
王
が
一
髮
で
れ
る
樣
を
く
。
鐵
鉉
は
こ
の
功
績
に
よ
り
、
兵
部
書
に
ん
だ
。
し
か
し
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
六
、
燕
軍
は
渡
江
し
南
京
は

、
燕
王
が
位
に
登
る
と
、
鐵
鉉
は
捕
ら
え
ら
れ
て
處
刑
さ
れ
た
。
お
の
れ
の
肉
を
裂
か
れ
る
刑
に
あ
っ
て
も
罵
詈
雜
言
を
や
め
ず
、
油
釜
に
入
れ
ら
れ
た
屍
さ
え


に
背
を
向
け
た
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
。
事
は
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
・
壬
午
殉
に
見
え
る
。
忠
を
貫
き
	し
て
壯
な
最
期
を
遂
げ
た
鐵
鉉
の
事
跡
を
、
尤
 は
姓
字
の
ご
と
き
鐵
に
た
と
え
て
稱
え
た
。
[尤
珍
]
鐵
鉉
濟
南
を
守
る
、
燕
王
水
を
!
と
ど
め
て
に
灌
ぐ
、
鉉
軍
民
を
尤
『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
五
）
"本
#一
監
修
・
尤
 
$究
會
譯

し
て
詐
り
て
し
、
士
を
伏
せ
し
む
、
門
を
開
き
、
王
入
る
を
候 うか
が
い
て
、
板
を
下
す
、
幾
ど
中
ら
ん
と
す
、
王
大
い
に
怒
り
、
を
以
て
を
つ
、
鉉
高
皇
の
牌
を
書
し
、
上
に
懸 か
かぐ
、
師
敢
て
た
ず
、
	に
し
て
執
え
ら
る
る
や
、
背
立
し
て
大
い
に
罵
る
、
其
の
耳

を
く
と
も
、
肯
て
回
せ
ず
、
之
を
寸
磔
し
、
尸
を
油
鍋
に
投
ず
、
き
て
上
に
せ
し
め
ん
と
す
る
も
展
轉
し
て
外
を
向
き
て
、

に
得
可
か
ら
ず
、

大
い
に
怒
り
、
侍
を
し
て
鐵
棒
を
用
て
之
を
夾
持
せ
し
む
、
北
面
せ
し
め
ん
と
す
る
に
、
俄
に
油
沸
く
こ
と
丈
餘
に
し
て
、

侍
手
糜
爛
し
、
棒
を
棄
て
て
走 に
ぐ
、
尸
反
背
す
る
こ
と
故 も
との
如
し
、
[
料
]
『
明
史
』
卷
一
四
二
・
鐵
鉉
傳
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
六
・
燕
王
兵
、
同
卷
一
八
・
壬
午
殉
、
明
佐
『
革
除
事
』
卷
一
・
鐵
鉉
傳
、
明
李
贄
『
續
書
』
卷
五
・
鐵
鉉
傳
、
明
何
喬
『
名
山
』
卷
八
二
・
臣
林
外
記
・
鐵
鉉
傳
鐵
書
原
昔
有
顏
太
守
原
昔
有
り
顏
太
守
濟
南
今
有
鐵
書
濟
南
今
有
り
鐵
書
」
老
羆
當
誰
敢

老
羆
に
當
た
る
に
誰
か
敢
て
ぎ
ら
ん
北
殿
下
且
廻
車
北
殿
下
且
く
車
を
廻
ら
す
」
王
入

下
鐵
板
王
に
入
る
や
鐵
板
を
下
せ
り
惜
哉
不
中
浪
沙

惜
し
い
哉
中
ら
ず
浪
沙
る
」
王


竪
牌
王
を
つ
や
牌
を
竪 た
つ
高
皇
在
何
來
哉
高
皇
在
し
ま
す
に
何
ぞ
來
た
れ
る
哉
」
國
可
滅
身
不
屈
國
滅
ぼ
す
可
く
も
身
屈
せ
ず
肉
可

罵
不

肉
く
可
く
も
罵
る
こ
と
え
ず
壯
哉
書
眞
似
鐵
壯
た
る
哉
書
眞
に
鐵
の
似 ご
とし
」
原
山
東
原
郡
。
現
在
の
山
東
原
縣
。
顏
太
守
の
忠
臣
顏
眞
卿
の
こ
と
。
顏
眞
卿
は
楊
國
忠
に
 ま
れ
て
原
太
守
と
な
っ
た
が
、
安
祿
山
の
亂
で
は
常
山
太
守
で
あ
る
兄
杲
卿
と
と
も
に
こ
れ
に
抵
抗
し
た
。
の
ち
文
天
!は
「
原
」
詩
に
「
原
太
守
顏
眞
卿
、
長
安
の
天
子
名
を
知
ら
ず
」 （
『
文
山
先
生
"集
』
卷
一
四
）
と
#べ
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
顏
杲
卿
の
こ
と
も
あ
わ
せ
て
い
う
。
顏
杲
卿
は
忠
$を
曲
げ
ず
壯
な
最
期
を
%え
た
。
彼
は
安
祿
山
の
手
に
&ち
て
も
罵
る
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
。
「
祿
山
忿 い
か
り
に
'え
ず
、
之
を
天
津
橋
(に
)り
、
$解
し
て
肉
を
以
て
之
を
 く
ら
わ
し
む
る
に
、
詈 の
の
しる
こ
と
え
ず
、
*
鉤
も
て
其
の
舌
を
斷
ち
て
曰
く
、
復
た
能
く
罵
る
や
否
や
と
、
杲
卿
含
胡
し
て
尤
+『
擬
明
史
樂
府
』
譯
,（
五
）（
-本
・
尤
+研
究
会
）
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す
」
と
い
う
（『
新
書
』
卷
一
九
二
・
顏
杲
卿
傳
）。
濟
南
山
東
濟
南
府
、
現
在
の
山
東
省
の
省
。
鐵
書
鐵
鉉
。
建
文
二
年
（
一
四
〇
〇
）
五
、
燕
軍
は
濟
南
を
攻
め
た
が
、
鐵
鉉
は
庸
ら
と
と
も
に
こ
れ
を
固
守
し
、
八
、
燕
軍
は
つ
い
に
圍
を
解
い
て
兵
を
し
た
。
鐵
鉉
は
こ
れ
に
よ
り
、
兵
部
書
に
	ん
だ
。
老
羆
當

老
い
た
羆 ひ
ぐ
まが

を
塞
ぐ
。
東
魏
の
軍
勢
か
ら
州
（
現
在
の
陝
西
縣
）
を
守
っ
た
西
魏
の
王
羆
の
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
鐵
鉉
が
燕
軍
の
行
く
手
を
阻
ん
だ
こ
と
を
指
す
。
東
魏
の
兵
は
修
の
た
め
外
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
梯
子
を
昇
り

に
入
し
た
。
す
る
と
、
ま
だ
眠
っ
て
い
た
王
羆
は
騷
が
し
い
を
聞
き
つ
け
裸
身
裸
足
に
蓬
髮
の
の
ま
ま
棍
棒
を
振
る
い
、「
老
羆

に
當
り
て
臥
す
る
に
、
貉
子
ぞ
ぎ
る
を
得
ん
や
」
と
大
呼
し
た
と
こ
ろ
、
敵
勢
は
却
し
た
（『
北
史
』
卷
六
二
・
王
羆
傳
）。
誰
敢

鐵
鉉
が
濟
南
の
地
を
固
守
し
た
た
め
、
燕
軍
は
こ
れ
以
南
の
經
路
か
ら
山
東
を
は
ず
し
た
こ
と
を
い
う
。
北
殿
下
太
第
四
子
で
あ
る
朱
棣
の
こ
と
。
の
ち
の

永
樂
。
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
一
一
の
と
き
に
燕
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
北
は
、
燕
の
中
心
地
、
現
在
の
北
京
。


位
後
の
永
樂
元
年
（
一
四
〇
三
）
に
順
天
府
と
改
名
し
た
。
殿
下
は
、
『
明
史
』
卷
一
二
八
・
劉
璟
傳
に
「


位
に
く
や
、
璟
を
召
す
も
、
病
と
稱
し
て
至
ら
ず
、
京
に
入
る
に
び
、
お
殿
下
と
稱
す
」
と
い
う
よ
う
に
、

の
位
簒
奪
を
非
す
る
。
24「
閤
門
使
」
參
照
。
尤

は
燕
王
に
抵
抗
し
た
鐵
鉉
の
立
場
を
汲
ん
で
こ
の
よ
う
に
表
し
た
。
且
廻
車
燕
王
が

衍
の
 申
を
聽
き
容
れ
て
兵
を
し
た
こ
と
。
「
!

衍
	み
て
曰
く
、
師
老
い
た
り
矣
、
"う
暫
く
北
に
#
り
、
以
て
後
$を
圖
ら
ん
と
、
是
に
於
て
圍
を
撤
し
北
に
#る
」
（『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
六
）
と
あ
る
。
王
入
一
句
燕
軍
は
三
ヵ
の
%圍
の
末
、
つ
い
に
外
の
谷
川
の
水
を

に
灌
ぎ
こ
む
策
に
打
っ
て
出
た
。
鐵
鉉
は
自
軍
が
伏
し
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
燕
王
を

に
&え
入
れ
、
門
に
ひ
そ
か
に
懸
け
た
鐵
板
を
'と
し
て
(
)し
、
橋
を
*い
て
路
を
斷
つ
手
筈
で
あ
っ
た
。
燕
王
は
軍
勢
を
後
方
に
か
せ
門
に
入
る
と
、
鐵
板
が
「
千
」
の
聲
と
と
も
に
'と
さ
れ
た
。
だ
が
、
鐵
板
は
燕
王
の
馬
首
を
傷
つ
け
た
だ
け
で
、
+い
た
燕
王
は
馬
を
替
え
て
そ
の
場
を
驅
け
去
っ
た
（『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
六
）。
浪
沙

張
良
が
,浪
沙
で
始
皇
を
狙
-し
た
こ
と
。
重
さ
一
二
〇
斤
の
鐵
槌
が
副
車
に
あ
た
っ
た
だ
け
で
、
始
皇
は
を
.れ
た
（
『
史
記
』
卷
五
五
・
留
侯
世
家
）。
浪
沙
は
,浪
沙
の
こ
と
。
現
在
の
河
南
,浪
縣
の
南
東
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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王


鐵
鉉
の
奇
計
か
ら
を
れ
た
燕
王
は
、

を
加
え
て
反
し
た
。
は
の
本
字
。
石
を
は
じ
き
飛
ば
し
て
攻
を
加
え
る
武
。
竪
牌
朱
元
璋
の
位
牌
を
に
	げ
る
。

牌
は
位
牌
。
こ
こ
で
は
、
朱
元
璋
の
廟
號
と
諡
號
で
あ
る
「
太
高
皇
」
（
た
だ
し
、
諡
號
は
永
樂
元
年
、
嘉
一
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ

さ
れ
た
）
を
書
い
て
	げ
た
も
の
か
。

牌
の
語
は
、
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
に
見
え
る
。
な
お
、『
名
山
』
卷
八
二
に
は
、「
高
皇
の
像
を
樓
櫓
の
に
奉
ず
」
と
あ
り
、
似
を
い
て
	げ
た
と
い
う
。
高
皇

太
朱
元
璋
。
肉
可
一
句
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
八
、
鐵
鉉
は
處
刑
さ
れ
た
。
捕
ら
え
ら
れ
て
南
京
に
至
る
と
、

で
は
背
を
向
け
て
立
ち
正
言
を
も
っ
て
屈
し
な
か
っ
た
。

に
は
一
だ
に
せ
ず
、
耳
を

か
れ
て
も
振
り
ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
お
の
れ
の
肉
片
を
口
に
入
れ
ら
れ
て
も
、「
忠
臣
孝
子
の
肉
何
ぞ
甘
か
ら
ざ
る
こ
と
有
ら
ん
」
と
言
っ
て
の
の
し
り
續
け
、
體
を
ず
た
ず
た
に
裂
か
れ
て
死
ん
だ
と
い
う
（『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
）。
原
に
は
昔
、
顏
太
守
が
い
た
。
濟
南
に
は
今
、
鐵
書
が
い
る
。
老
羆
が
を
塞
げ
ば
誰
も
り
 ぎ
よ
う
と
は
せ
ぬ
と
い
う
が
、
北
殿
下
た
る
燕
王
も
ひ
と
ま
ず
御
車
を
も
ど
し
た
。
燕
王
が
入
す
る
と
、
鐵
鉉
は
鐵
板
を
!と
し
た
。
惜
し
い
も
の
だ
、
鐵
板
は
あ
た
ら
ず
、
始
皇
が
"浪
沙
で
#れ
た
よ
う
に
燕
王
は
を
れ
た
。
燕
王
が

を
加
え
る
と
、
鐵
鉉
は
位
牌
を
立
て
た
。
高
皇
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
に
、
ど
う
し
て
や
っ
て
來
ら
れ
る
の
か
。
國
は
滅
ぼ
す
こ
と
が
で
き
て
も
、
こ
の
身
は
屈
す
る
こ
と
は
な
い
。
肉
は
裂
く
こ
と
が
で
き
て
も
、
罵
る
こ
と
は
や
め
な
い
。
雄
々
し
い
も
の
だ
、
鐵
書
は
ま
こ
と
に
鐵
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
。
（
土
谷
彰
男
）
18
十
族
刑

の
殉
臣
、
方
孝
孺
（
一
三
五
七
―
一
四
〇
二
）
を
歌
う
。
字
は
希
直
、
$志
と
號
し
、
%に
『
$志
齋
集
』
が
あ
る
。
浙
江
&
'の
人
。
幼
い
頃
か
ら
利
發
で
眼
光
炯
炯
、
日
々
讀
書
を
怠
ら
ず
、
(人
は
彼
を
小
韓
子
と
呼
ん
だ
。
の
ち
金
)學
*の
大
儒
で
あ
る
宋
濂
に
師
事
し
て
儒
學
を
修
め
た
。
常
に
王
を
明
ら
か
に
し
太
を
も
た
ら
す
こ
と
を
己
の
任
に
し
た
と
い
う
。
洪
武
一
五
年
（
一
三
八
二
）、
推
+に
よ
り
太
朱
元
璋
に
,す
る
と
、
太
は
そ
の
-止
が
端
整
で
あ
っ
た
の
を
喜
尤
.『
擬
明
史
樂
府
』
譯
/（
五
）（
0本
・
尤
.研
究
会
）
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び
、
皇
太
孫
朱
允
（
の
ち
の
建
文
）
に
、
「
此
れ
士
也
、
當
に
其
の
才
を
老
い
し
め
、
以
て
汝
を
輔
け
し
む
べ
し
」
（『
革
除
事
』
卷
四
・
方
孝
孺
傳
）
と
語
っ
た
。
こ
の
の
ち
洪
武
二
五
年
（
一
三
九
二
）
に
も
召
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
太
は
信
賞
必
罰
を
重
ん
じ
て
い
た
た
め
み
ら
れ
ず
、
閑
職
に
就
く
こ
と
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
。
の
ち
蜀
の
獻
王
朱
椿
に
師
と
し
て
招
か
れ
、
書
齋
に
「
正
學
」
の
名
を
賜
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
方
正
學
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
建
文

位
の
の
ち
翰
林
侍
	と
な
り
、
國
家
大
政
の
事
は
彼
に


ら
れ
た
。
禮
に
則
っ
た
制
度
改
革
を
斷
行
し
井
田
制
を
唱
え
る
な
ど
、
そ
の
手
法
は
王
復
古
の
思
想
を
基
と
す
る
。
建
文
も
そ
れ
を
支
持
し
た
も
の
の
、
時
宜
に
か
な
わ
ず
果
を
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
『
罪
惟
』
卷
九
上
・
方
孝
孺
傳
は
、
新
の
王
莽
に
比
し
て
方
孝
孺
を
論
し
、
宗
羲
『
明
夷
待
訪
』
田
制
二
は
「
井
田
必
ず
復
す
可
き
を
言
う
は
、
胡
翰
、
方
孝
孺
よ
り
切
な
る
も
の
莫
し
」
と
指
摘
す
る
。

の
變
が
勃
發
す
る
と
建
文
の
參
謀
と
な
り
、
詔
書
檄
文
の

は
す
べ
て
方
孝
孺
の
手
に
っ
た
。
だ
が
、
南
京
が

す
る
と
、
捕
ら
え
ら
れ
て
獄
に
繋
が
れ
た
。
燕
王
が
北
を
出
發
す
る
際
、
衍
が
「
南
に
方
孝
孺
な
る
有
り
、
素
よ
り
學
行
有
り
、
武
る
の
日
、
必
ず
附
せ
ざ
ら
ん
、
う
之
を
す
こ
と
勿
か
れ
、
之
を
せ
ば
則
ち
天
下
讀
書
の
種
子
え
ん
矣
」
と
傳
え
た
こ
と
か
ら
、

は
方
孝
孺
を
召
し
出
し
た
。
位
の
詔
書
を

さ
せ
よ
う
と
、
彼
を
懷
柔
し
て
「
予
公
の
王
を
輔
け
た
る
に
法 の
っ
とる
耳
」
と
べ
る
と
、
方
孝
孺
は
正
論
を
も
っ
て
反
駁
し
筆
を
投
げ
て
た
。
事
は
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
・
壬
午
殉
に
詳
し
い
。
方
孝
孺
は
あ
く
ま
で
も
屈
す
る
こ
と
を
 し
と
し
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、
怒
り
の
お
さ
ま
ら
ぬ

は
、
!親
"
九
族
に
朋
友
門
弟
の
一
族
ま
で
も
加
え
て
誅
し
た
。
世
に
い
う
「
十
族
刑
」
あ
る
い
は
「
滅
十
族
」
の
こ
と
で
あ
る
。
[尤
珍
#]
$人
孝
孺
を
小
韓
子
と
稱
す
、
高
太
孫
に
語
り
て
曰
く
、
此
れ
士
也
、
當
に
其
の
才
を
老
い
し
め
以
て
汝
を
輔
け
し
む
べ
し
と
、
燕
王
北
を
發
す
、
衍
曰
く
、
江
南
に
方
孝
孺
有
り
、
幸
わ
く
は

す
こ
と
勿
か
ら
ん
と
、
王
京
に
至
り
之
を
召
す
、
孝
孺
衰
%
す
い
て
つ
（
喪
&）
し
、
闕
下
に
哭
す
、
王
'し
て
曰
く
、
我
公
の
王
を
輔
け
た
る
に
法
る
耳
と
、
孝
孺
曰
く
、
王
安
く
に
か
在
る
と
、
王
曰
く
、
伊 か
れ
自
焚
せ
り
矣
と
、
曰
く
、
何
ぞ
王
の
子
を
立
て
ざ
る
と
、
曰
く
、
國
長
君
に
(
よ
る
と
、
曰
く
、
何
ぞ
王
の
弟
を
立
て
ざ
る
と
、
王
曰
く
、
此
れ
)が
家
の
事
な
り
、
先
生
自
ら
*し
む
こ
と
毋
れ
と
、
筆
札
を
授
け
て
詔
を
せ
し
む
、
孝
孺
大
い
に
數
字
を
批
し
て
、
筆
を
地
に
擲
ち
て
曰
く
、
死
す
れ
ば
ち
死
す
る
耳
、
詔
す
可
か
ら
ず
と
、
中
國
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王
怒
り
て
曰
く
、
汝
九
族
を
み
ざ
る
乎
と
、
孝
孺
曰
く
、
便 た
とい
十
族
な
り
と
も
、
我
を
奈
何
せ
ん
と
、
王
大
い
に
怒
り
、
刀
を
以
て
其
の
口
を
抉
り
、
兩
旁
兩
耳
に
至
る
、
市
に
磔
し
、
其
の
九
族
を
戮
す
、
朋
友
門
生
に
び
一
族
と
爲
す
、
凡
そ
八
百
七
十
三
人
な
り
、
[
料
]
『
明
史
』
卷
五
・

本
紀
、
同
卷
一
四
一
・
方
孝
孺
傳
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
六
・
燕
王
兵
、
同
卷
一
八
・
壬
午
殉
、
明
	佐
『
革
除

事
』
卷
一
・
方
孝
孺
傳
、
明
李
贄
『
續
書
』
卷
五
・
方
孝
孺
傳
、
明
尹
守
衡
『
明
史
竊
』
卷
七
九
、

	宗
羲
『
明
儒
學
案
』
卷
四
三
・
儒
學
案
上
一
・
文
正
方
正
學
先
生
孝
孺
、
同
『
明
夷
待
訪
』
田
制
二
、
査
繼
佐
『
罪
惟
』
卷
九
上
・
方
孝
孺
傳
、
傅
維

『
明
書
』
卷
一
〇
二
・
方
孝
孺
傳
十
族
刑
方
先
生
小
韓
子
方
先
生
小
韓
子
高
皇

稱
莊
士
高
皇

莊
士
と
稱
す
老
其
才
輔
少
王
其
の
才
を
老
い
し
め
少
王
を
輔
く
革
除
年
枋
國
是
革
除
年

國
是
を
枋 と
る
制
作
紛
紛
亦
徒
爾
制
作
紛
紛
た
る
も
亦
た
徒
爾
た
り
」
金
川
門
破
鼓
聲
促
金
川
門
破
れ
鼓
聲
促 せ
まれ
り
闕
下
衣
來
慟
哭
闕
下
衣
來
た
り
て
慟
哭
す
爲
問
王
安
在
哉
爲
に
問
う
王
安
く
に
在
り
哉
と
公
之


贖
公
の

に
贖
い
し
頭
可
斷
兮
詔
不

頭
は
斷
ず
可
く
も
詔
は
せ
ず
死
自
甘
湛
十
族
死
自
ら
甘
じ
十
族
を
湛 し
ずむ
」
哀
哉
八
百
七
十
人
哀
し
い
哉
八
百
七
十
人
命
乃
先
生
名
命
を
せ
て
乃
ち
先
生
の
名
を
す
走
訴
高
皇

走
り
て
高
皇
に
訴
う
れ
ば
聞
之
亦
震

之
を
聞
き
て
亦
た
震
せ
ん
誅
胡
百
萬
黨
は
誅
す
胡
百
黨
未
嘗
設
有
十
族
刑
未
だ
嘗
て
設
く
る
に
十
族
刑
有
ら
ず
奈
何
辱
我
方
先
生
奈
何
ぞ
我
が
方
先
生
を
辱
め
ん
」
方
先
生
方
孝
孺
。
小
韓
子
小
さ
き
韓
愈
の
意
。
こ
こ
で
は
、
載
復
古
を
唱
え
儒
家
を
再
興
し
た
韓
愈
に
比
し
、
方
孝
孺
を
い
う
。
高
皇

太
朱
元
璋
。
稱
士
端
整
の
士
だ
と
稱
え
る
。
士
は
端
整
の
士
の
こ
と
。
『
禮
記
』
・
緇
衣
に
「
嬖
御
の
士
を
以
て
士
大
夫
士
を
疾 そ
し
ら
す
こ
と
毋
れ
」
と
あ
り
、
鄭
玄
に
「
士
も
亦
た
士
の
齊
に
し
て
禮
を
尤
 『
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得
た
る
を
謂
う
」
と
く
。
解
題
參
照
。
老
其
才
方
孝
孺
の
才
覺
が
熟
す
る
の
を
待
つ
と
い
う
こ
と
。
老
は
老
熟
の
意
輔
少
王
皇
太
孫
を
補
佐
さ
せ
る
。
少
王
は
幼
き
王
の
意
。
こ
こ
で
は
太
の
皇
太
孫
で
あ
る
朱
允
を
指
す
。
洪
武
二
五
年
（
一
三
九
二
）、
父
朱
標
（
懿
文
太
子
）
の
死
に
よ
り
一
六
で
皇
太
孫
と
な
る
。
の
ち
の
建
文
の
こ
と
。
革
除
年

建
文
の
治
世
、
す
な
わ
ち
建
文
年
（
一
三
三
九
―
一
四
〇
二
）
を
指
す
。
燕
王
は
	位
後
、
南
京
南
郊
に
て
大
祀
を
行
っ
た
際
、
「
今
年
洪
武
三
十
五
年
を
以
て
紀
と
爲
し
、
明
年
は
永
樂
元
年
と
爲
す
、
建
文
中
の
更
改

法
は
、
一
に
制
に
復
す
」
（『
明
史
』
卷
五
・


本
紀
）
と
詔
を
下
し
た
。
ま
た
、
解
縉
に
命
じ
て
『
太

實
』
二
五
七
卷
を
重
修
さ
せ
た
際
、
建
文
の
記
事
を
盡
く
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
建
文
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て


永
樂
の
正
統
性
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
建
文
の
臣
に
と
っ
て
は
耐
え
く
、
彼
ら
は
建
文
の
治
世
を
革
除
と
呼
ん
だ
。
枋
國
是
國
家
の
大
事
を
掌
る
こ
と
。
枋
は
掌
る
、
柄
と
同
じ
。
制
作
禮
樂
な
ど
の
制
度
。
方
孝
孺
は
「
與
鄭
叔
度
書
」
其
二
に
「
に
至
り
て
制
作
大
い
に
備
わ
れ
り
、
孔
子
其
の
文
を
稱
う
る
に
、
特
だ
其
の
禮
樂
章
の
ん
な
る
を
言
う
耳
」
（
『
遜
志
齋
集
』
卷
十
）
と
い
う
よ
う
に
、
の
禮
樂
を
と
く
に
重
ん
じ
た
。
ま
た
「
治
む
る
は
先
ず
制
作
、
經
制
は
官
に
在
り
」
（
『
明
書
』
卷
一
〇
二
・
方
孝
孺
傳
）
と
い
う
よ
う
に
、
官
の
法
を
典
範
と
し
て
り
、
品
官
階
勳
は
禮
の
そ
れ
と
同
じ
く
し
た
（『
明
史
竊
』
卷
七
九
）。
紛
紛
多
く
の
も
の
が
入
り
亂
れ
る
樣
。
徒
爾
無
駄
で
あ
る
。
解
題
參
照
。
金
川
門
破
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）
六
、
燕
兵
が
南
京
を


し
た
こ
と
。
こ
の
と
き
の
大
火
で
建
文
は
自
焚
し
た
と
も
、
あ
る
い
は
出
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
金
川
門
は
南
京
（
後
の
應
天
府
）
外
の
北
西
に
あ
っ
た
門
。
六
乙
丑
、
谷
王
朱
木 惠
と
李
景
が
門
を
開
い
て
燕
王
は
入
、
そ
の
日
の
う
ち
に
榜
を
げ
て
齊
泰
、

子
澄
、
方
孝
孺
ら
五
十
人
余
り
を
奸
臣
と
し
て
索
し
た
。
闕
下
皇
の
居
を
指
し
、
の
も
と
の
意
。
衣
白
い
の
 。
古
代
の
喪
 。『
禮
記
』・
雜
記
に
「
宅
と
!日
と
を
卜
す
る
に
は
、
有
司
衣
す
」
と
あ
る
。
王
安
在
哉

王
は
い
っ
た
い
何
處
に
い
る
と
い
う
の
か
。

王
は
の
武
王
の
子
。
こ
こ
で
は
建
文
を
指
し
、


に
仕
え
る
意
の
な
い
こ
と
を
表
す
。『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
に
、「

王
安
在
」
の
語
が
見
え
る
。
公
公
旦
の
こ
と
。
の
文
王
の
第
四
子
。
武
王
と
そ
の
子
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を
よ
く
補
佐
し
た
。
こ
こ
で
は
太
第
四
子
の

を
指
す
。
解
題
參
照
。
湛
十
族
宗
族
門
弟
合
わ
せ
て
十
族
を
誅
滅
す
る
。
鄒
陽
「
獄
中
上
書
自
明
」
に
「
荊
軻
は
七
族
を
湛
め
、
離
は
妻
子
を
燔 や
く
、
豈
に
大
王
の
爲
に
う
に
足
ら
ん
哉
」
と
あ
り
、
李
善
に
「
湛
、
也
」
（『
文
』
卷
三
九
）
と
	く
。
八
百
七
十
人

に
誅

さ
れ
た
の
數
。
そ
の
數
に
つ
い
て
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
に
は
、「
死
に
坐
せ
る
八
百
七
十
三
、
徼
に
謫
戍
せ
ら
れ
死
す
る

げ
て
計
る
可
か
ら
ず
」
と
あ
る
。
胡
藍
百
黨
朱
元
璋
が
開
國
の
功
臣
で
あ
る
胡
惟
庸
や
玉
の
一
黨
を
誅

し
た
胡
獄
の
こ
と
（
８
「
胡
獄
」
參
照
）。
未
嘗
設
有
十
族
刑
大
罪
を
犯
し
た
は
從
來
そ
の
刑
が
九
族
に
ぶ
と
こ
ろ
、

は
朋
友
門
弟
の
一
族
を
加
え
た
十
族
を
誅

し
た
。
こ
れ
は
胡
の
獄
で
さ
え
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
九
族
は
、
親
の
血

の
こ
と
。
父
族
四
、
母
族
三
、
妻
族
二
の
總
數
。
『
左
傳
』
桓
公
六
年
に
「
其
の
九
族
を
親
し
み
、
以
て
其
の
祀
を
す
」
と
あ
り
、
杜
預
に
「
九
族
は
、
外
父
、
外
母
、
從
母
子
、
び
妻
父
、
妻
母
、
姑
の
子
、
罌
妹
の
子
、
女
子
の
子
、
并
び
に
己
の
同
族
を
謂
う
」
と
	く
。
方
先
生
は
、
小
韓
子
で
あ
る
。
太
は
、
端
整
な
士
だ
と
襃
め
稱
え
た
。
才
覺
が
熟
す
る
の
を
待
ち
、
皇
太
孫
を
補
佐
さ
せ
よ
う
。
革
除
年
に
は
國
家
の
大
事
を
掌
握
し
、
禮
樂
典
章
を
ご
た
ご
た
出
し
た
が
、
や
は
り
無
駄
で
あ
っ
た
。
金
川
門
が
破
ら
れ
、
燕
師
の
軍
鼓
の
き
が
っ
て
く
る
と
、
方
先
生
は
喪

で
燕
王
の
も
と
に
や
っ
て
き
て
慟
哭
し
た
。
王
は
い
っ
た
い
何
處
に
い
る
の
か
と
、
問
い
詰
め
る
。
公
旦
を
自
稱
す
る

の
ち
は
に
償
い
が
た
い
も
の
だ
。
頭
は
切
り
す
こ
と
が
で
き
て
も
、
位
の
詔
書
は

 し
な
い
。
!死
を
自
ら
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
、
十
族
を
み
な
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。
あ
あ
悲
し
い
か
な
、
そ
の
數
は
八
百
七
十
人
に
も
の
ぼ
る
と
い
う
。
そ
の
命
の
數
を
合
わ
せ
て
、
あ
ろ
う
こ
と
か
先
生
の
名
聲
を
"げ
た
だ
け
。
太
の
も
と
に
走
り
訴
え
で
も
す
れ
ば
、
そ
れ
を
聞
い
て
#く
で
あ
ろ
う
。
$は
胡
の
獄
で
百
!黨
を
誅
滅
は
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
十
族
刑
な
ど
設
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
ぞ
よ
。
如
何
し
て
わ
が
方
先
生
を
辱
め
た
の
か
。
（
土
谷
彰
男
）
尤
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景
秀
才

の
殉
臣
、
景
を
歌
う
。
景
、
姓
は
も
と
耿
、
陝
西
眞
の
人
。
洪
武
二
七
年
（
一
三
九
四
）
の
士
。
科
に
赴
く
上
、
淳
	
の
地

の
家
に
宿
泊
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
家
の
娘
は
妖
怪
に
取
り
付
か
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
と
き
妖
怪
は
景
を
け
て
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
景
は
「
景

此
に
在
り
」
の
四
字
を
書
き
門
に
げ
さ
せ
る
と
、
妖
怪
は
を
見
せ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
事
は
『
革
除

事
』
卷
四
・
景
傳
に
見
え
る
。
こ
の
の
ち
建
文
初
め
に
察
院
左
僉
御
史
か
ら
北
參
議
と
な
り
、
燕
王
の
動
靜
を
ひ
そ
か
に
偵
察
し
て
い
た
。
こ
の
、
燕
王
の
酒
宴
で
そ
の
才
能
を
め
ら
れ
る
。
の
ち
召
し
さ
れ
て
御
史
大
夫
と
な
る
。
南
京
が

し
燕
王
が
位
に
登
る
と
、
方
孝
孺
、
子
澄
ら
と
と
も
に
殉
ず
る
こ
と
を
束
し
た
も
の
の
、
ひ
と
り
出
遲
れ
た
。
建
文
の
出
を
知
っ
て
室
復
興
を
思
い
立
ち
、

に
歸
順
を
申
し
出
た
が
、
實
は
皇
暗
を
企
圖
し
て
い
た
。

は
知
の
仲
か
ら
も
と
の
官
に
留
ま
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
景
は
從
順
で
あ
っ
た
が
た
め
に
に
怪
し
ま
れ
た
。
折
り
し
も
不
の
兆
し
を
 げ
る
上
奏
が
あ
り
、
景
の
企
て
が
發
覺
し
た
。
處
刑
に
臨
む
に
至
っ
て

に
向
い
罵
詈
雜
言
を
浴
び
せ
た
上
、
お
の
れ
の
血
を
も
吐
き
つ
け
た
。
皮
を
剥
が
れ
、
中
に
ま
ぐ
さ
を
詰
め
ら
れ
た
景
の
人
型
は
、

の
御
輿
に
!り
か
か
ら
ん
ば
か
り
だ
っ
た
と
い
う
。
景
の
怨
念
を
"れ
た

は
、
と
う
と
う
#里
の
家
財
の
一
切
を
$收
し
た
。
當
時
こ
れ
を
「
瓜
蔓
の
抄
」
と
呼
ん
だ
。
[尤
珍
%]
景

に
赴
く
時
、
淳
安
に
女
有
り
、
妖
の
憑
く
&と
爲
る
、

寓
宿
す
る
に
、
妖
至
ら
ず
、
'に
去
る
に
、
復
た
來
た
る
、
之
に
問
う
に
曰
く
、
景
秀
才
を
く
る
耳
と
、
命
を
革
む
る
の
日
、

御
史
大
夫
爲
り
、
委
蛇
と
し
て
側
に
侍
す
、
人
之
を
疑
う
、
是
よ
り
先
、
太
史
奏
す
ら
く
、
文
曲
座
を
犯
す
こ
と
(な
り
、
色
赤
な
り
と
、
是
の
日
、
早
に
)す
る
に
、

獨
り
緋
を
衣
る
、
遂
に
之
を
收
め
、
佩
ぶ
る
&の
劍
を
得
、
之
に
詰
す
る
に
、
曰
く
、
我
*ん
で
死
せ
ざ
る
は
此
れ
が
爲
な
り
、
ら
ざ
る
は
天
な
り
と
、
植
立
し
て
+罵
す
、
其
の
齒
を
抉
る
に
、
血
を
含
み
、
直
ち
に
御
衣
に
,
ふ
く
、
其
の
皮
を
剥
ぎ
、
之
に
-
し
、
長
安
門
に
械
繋
す
、
駕
.ぎ
る
に
、
索
忽
ち
斷
つ
、
械
す
る
&の
皮
趨
り
/む
こ
と
數
0、
駕
を
犯
さ
ん
と
す
る
の
1を
爲
す
、
上
大
い
に
2き
、
命
じ
て
之
を
燒
か
し
む
、
俄
に
上
晝
寢
す
る
に
、
の
劍
に
仗
り
3り
て
御
座
を
遶
る
を
4む
、
醒
め
て
曰
く
、

5お
厲
爲
る
か
と
、
命
じ
て
其
の
#を
6せ
し
む
、
之
を
瓜
蔓
抄
と
謂
う
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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[
料
]
『
明
史
』
卷
七
・

本
紀
、
同
卷
一
四
一
・
景
傳
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
・
壬
午
殉
、
同
卷
二
一
・
親
征
北
、
明
郁
袞
『
革

	忠

』
明
張
『
備
	

』
不
分
卷
、
明
佐
『
革
除
	事
』
卷
五
・
景
傳
、
明
李
贄
『
續
書
』
卷
六
・
景
傳
、
明
雷
禮
『
國

列
卿
記
』
卷
七
一
・
景
傳
、
明
鄧
元
錫
『
皇
明
書
列
傳
』
卷
三
一
・
景
傳景
秀
才
文
曲
星
犯
座
文
曲
星
座
を
犯
す
緋
衣
大
夫
只
一
个
緋
衣
の
大
夫
只
だ
一
个
刺
不

可
奈
何
刺
せ
ど
も
ら
ず
奈
何
す
可
き
豈
有
嚢
提
荊
軻
豈
に
嚢
の
荊
軻
に
提 なげ
うつ
こ
と
有
ら
ん
や
」
生
爲
忠
臣
死
厲
鬼
生
き
て
は
忠
臣
と
爲
り
死
し
て
は
厲
鬼
鬼
能
犯
駕
無
重
死
鬼
能
く
駕
を
犯
す
も
重
ね
て
死
す
る
無
し
瓜
蔓
之
抄
亦
矣
瓜
蔓
の
抄
も
亦
た
な
ら
ん
矣
」
楡
木
川
梓
宮
來
楡
木
川
梓
宮
來
た
る
此
時
且
景
秀
才
此
の
時
且
く
け
ん
景
秀
才
」
文
曲
星
文
昌
星
の
こ
と
。
北
斗
の
魁
星
（
天
、
メ
グ
レ
ス
、
お
お
ぐ
ま
座
の
δ
星
）。
文
を
司
る
と
さ
れ
、
文
官
に
喩
え
る
。
こ
こ
で
は
景
の
こ
と
。
犯
座
皇
の
座
位
を
犯
す
。
座
は
王
の
星
座
（
ヘ
ラ
ク
レ
ス
座
の
α
星
）、
こ
こ
で
は

永
樂
の
こ
と
。
こ
の
句
は
後
嚴
光
（
字
は
子
陵
）
の
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
嚴
光
は
い
こ
ろ
光
武
と
と
も
に
學
し
た
が
、
皇

位
に
ん
で
身
を
隱
し
た
。
の
推
輓
を
受
け
て
を
論
じ
た
あ
る
日
、
と
も
に
伏
臥
し
て
い
た
と
こ
ろ

の
腹
に
足
を
乘
せ
て
し
ま
う
。
あ
く
る
日
折
り
し
も
客
星
が
御
座
を
犯
し
た
と
の
太
史
の
上
奏
が
あ
っ
た
が
、
は
友
で
あ
る
嚴
子
陵
と
に
な
っ
て
い
た
だ
け
だ
と
笑
っ
て
見
せ
た
（『
後
書
』
卷
七
三
・
嚴
光
傳
）。
こ
こ
で
は
、
景
が
位
に
就
い
た

を
暗
す
る
兆
し
が
見
え
た
こ
と
を
い
い
、
嚴
子
陵
の
佳
話
を
反
轉
さ
せ
て
い
る
。
緋
衣
大
夫
緋
色
の
衣
を
身
に
ま
と
っ
て
い
た
大
夫
、
す
な
わ
ち
景
の
こ
と
。
緋
衣
は
濃
赤
色
の
衣
。
『
明
史
』
卷
六
七
・
輿
志
三
・
文
武
官
常
に
、
「
其
の
大
紅
紵
絲
紗
羅
、
惟
だ
四
品
以
上
の
官
び
在
京
五
品
の
堂
上
官
・
經
筵
官
の
み
す
る
を
許
す
」
と
あ
る
。
こ
の
と
き
景
の
職
は
 察
院
左
僉
 御
史
（
建
文
二
年
に
御
史
府
に
改
組
、


位
後
も
と
に
も
ど
す
）、
品
階
は
正
四
品
。
文
曲
星
が
不
!の
兆
し
を
み
せ
る
赤
色
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
緋
色
の
衣
を
"た
景
が
疑
わ
れ
た
。
一
方
、

は
こ
れ
以
#か
ら
景
尤
$『
擬
明
史
樂
府
』
譯
%（
五
）（
&本
・
尤
$研
究
会
）
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を
戒
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
革

忠
』
卷
上
に
、
「
星
奏
す
ら
く
、
文
曲
座
を
犯
す
こ
と
甚
だ
	な
り
と
、
上
之
に
備
う
、
意
固
よ
り
を
疑
え
ば
な
り
」
と
あ
る
。
刺
不



を
刺
し
そ
う
と
し
た
が

功
し
な
か
っ
た
。
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
に
、「
畢
り
、
出
で
て
門
に
御
す
る
に
、

奮
し
て
み
、
將
に
駕
を
犯
さ
ん
と
す
、
文
皇
	い
で
左
右
に
命
じ
て
之
を
收
め
し
め
、
佩
ぶ
る
の
劍
を
得
、

志
の
遂
ぐ
る
を
得
ざ
る
を
知
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
實
際
に
暗
の
に
出
た
こ
と
が
わ
か
る
。
豈
有
嚢
一
句
嚢
を
荊
軻
に
投
げ
つ
け
て
を
防
い
だ
無
且
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
。


暗
が
阻
ま
れ
た
こ
と
を
荊
軻
の
故
事
に
擬
し
て
い
う
。
荊
軻
は
戰
國
時
代
の
刺
客
。
燕
の
太
子
丹
の
命
を
得
て
、
秦
の
將
軍
樊
於
期
の
首
と
燕
の
地
圖
を
携
え
て
秦
王
政
（
の
ち
の
始
皇
）
に
見
し
、
地
圖
に
し
ま
い
こ
ん
だ
匕
首
で
暗
を
は
か
っ
た
が
、
侍
醫
の
無
且
に
嚢
を
投
げ
つ
け
ら
れ
て
失
敗
し
さ
れ
た
。
秦
王
政
は
無
且
に
金
二
百
溢
を
與
え
「
無
且
我
を
愛 お
しむ
、
乃
ち
嚢
を
以
て
荊
軻
に
提
つ
な
り
」
と
い
っ
た
（『
史
記
』
卷
八
六
・
刺
客
列
傳
）。
生
爲
忠
臣
一
句
天
子
の
恩
寵
に
報
い
る
た
め
、
生
き
て
い
る
は
忠
臣
と
な
っ
て
戰
い
、
死
ん
で
も
靈
と
な
っ
て
に
立
ち
向
か
う
こ
と
。
の
忠
臣
張
の
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
張
は
安
祿
山
の
亂
で
遏
陽
（
現
在
の
河
南
丘
の
南
）
を
太
守
の
許
と
と
も
に
守
っ
た
が
、
軍
が
に
登
り
そ
の

が
窮
ま
る
と
、
西
に
向
か
っ
て
再
拜
し
、
「
臣
力
竭
き
た
り
矣
、
 

す
る
能
は
ず
、
生
き
て
!に
以
て
陛
下
に
報
ず
る
無
し
、
死
し
て
當
に
厲
鬼
と
爲
り
て
以
て
を
す
べ
し
」
と
"べ
た
（
『
#治
$鑑
』
卷
二
二
〇
・
紀
三
六
に
見
え
る
）。
厲
鬼
は
死
ん
で
な
お
も
怨
恨
の
%え
ぬ
靈
の
こ
と
。
惡
鬼
。
瓜
蔓
之
抄
&づ
る
式
に
'座
の
範
圍
を
廣
げ
る
こ
と
。
瓜
蔓
は
、
蔓
を
つ
た
っ
て
瓜
を
手
に
入
れ
る
こ
と
。
瓜
の
蔓
ま
く
り
。
&づ
る
式
。
抄
は
掠
め
る
こ
と
。
'座
を
廣
げ
た
末
に
(里
の
家
財
ま
で
も
)收
さ
れ
、
村
里
が
廢
墟
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
楡
木
川
永
樂
二
二
年
（
一
四
二
四
）
七
*、
北
征
の
+上
、


が
,じ
た
地
。
も
と
の
開
-府
、
現
在
の
.モ
ン
ゴ
ル
多
倫
（
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
）
の
西
北
に
あ
る
。
梓
宮
來


の
骸
を
/め
た
棺
が
北
京
に
0っ
て
き
た
こ
と
。
梓
宮
は
天
子
の
棺
。
梓
棺
。
七
*、


が
楡
木
川
で
,じ
る
と
、
楊
榮
ら
は
喪
を
發
す
る
こ
と
な
く
、
ひ
そ
か
に
錫
を
溶
か
し
た
.棺
に
/め
て
日
常
の
一
切
を
生
の
と
お
り
整
え
た
。
八
*、
皇
太
子
朱
高
熾
（
の
ち
の
仁
宗
洪
熙
）
は
皇
太
孫
朱
瞻
基
（
の
ち
の
宣
宗
宣
1
）
を
2わ
せ
て
開
-に
3え
喪
を
發
し
た
。
の
ち
皇
太
子
は
仁
智
中
國
詩
文
論
叢
第
二
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殿
に
安
置
し
、
あ
ら
た
め
て
梓
棺
に
め
た
。
此
時
一
句

の
棺
も
こ
の
と
き
ば
か
り
は
景
の
靈
を
け
た
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
景
の
恨
が
な
お
も
	え
ず
、

も
そ
れ
を

れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
解
題
參
照
。
文
曲
星
が
、
座
を
犯
し
た
。
緋
色
を
ま
と
う
臣
下
は
、
景
た
だ
一
人
。
燕
王
を
刺
せ
ど
も
就
せ
ず
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
嚢
を
荊
軻
に
投
げ
つ
け
た
人
物
が
い
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
。
生
き
て
は
忠
臣
、
死
ん
で
は
靈
と
な
っ
て
に
立
ち
向
か
う
。
靈
が
御
輿
を
犯
す
こ
と
が
で
き
て
も
再
び
死
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
瓜
蔓
抄
の
よ
う
な
や
り
か
た
は
、
や
は
り
ひ
ど
す
ぎ
る
。
楡
木
川
か
ら
梓
の
棺
が
や
っ
て
き
た
。
こ
の
時
ま
ず
は
景
秀
才
を
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
土
谷
彰
男
）
20
一
卓


の
殉
忠
臣
、
卓
（
？
―
一
四
〇
二
）
を
歌
う
。
字
は
惟
恭
、
浙
江
瑞
安
の
人
。
洪
武
二
一
年
（
一
三
八
八
）
の
士
。
官
は
部
侍
。
彼
は
一
貫
し
て
王
の
力
を
め
よ
う
と

を
建
議
し
た
。
い
ま
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
五
・
奪

に
よ
り
そ
の
經
を
示
す
。
洪
武
三
一
年
（
一
三
九
八
）
閏
五
、
太
朱
元
璋
が
ず
る
と
、
詔
に
よ
り

の
王
に
對
し
て
會
の
た
め
の
入
京
を
禁
じ
た
。
六
、
卓
は
密
疏
を
上
奏
し
、
宗
の
力
を
抑
制
す
べ
し
と
べ
た
が
、
建
文
は
默
す
る
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
、
齊
泰
・
子
澄
が
奪
の
議
を
建
て
る
。
齊
泰
は
ま
っ
さ
き
に
燕
王
の
力
を
る
こ
と
を
張
し
た
が
、
子
澄
は
ま
ず
 王
を
取
り
除
い
て
い
わ
ば
燕
王
の
手
足
を
切
り
!す
形
勢
を
作
り
上
げ
て
か
ら
、
そ
の
"に
燕
王
を
る
よ
う
圖
る
べ
き
と
張
し
た
た
め
、
 王
朱
#を
庶
人
に
!と
し
た
。
建
文
元
年
（
一
三
九
九
）
二
、
王
に
詔
を
下
し
て
王
の
$限
を
奪
う
。
四
、
岷
王
朱
%ら
を
廢
し
て
庶
人
に
!と
す
。
こ
う
い
っ
た
な
か
、
建
文
元
年
二
、
燕
王
朱
棣
が
&
'に
參
(し
た
。
卓
は
再
び
密
疏
を
上
奏
し
て
燕
王
を
南
昌
に
)す
よ
う
張
し
骨
肉
の
*を
+い
た
が
、
は
取
り
合
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
七
、
燕
王
は
君
側
の
奸
臣
、
す
な
わ
ち
齊
泰
・
子
澄
を
除
く
た
め
と
し
て
兵
を
,こ
し
、
こ
こ
に

の
變
が
勃
發
し
た
。
建
文
四
年
（
一
四
〇
二
）、
南
京
が
-
!し
燕
王
が
位
に
登
る
と
、
卓
は
捕
ら
え
ら
れ
た
。
か
つ
て
の

の
建
議
を
責
め
ら
れ
る
と
、
「
先

.し
が
言
に
依
れ
ば
、
殿
下
豈
に
此
に
至
る
を
得
ん
や
」
と
罵
っ
た
が
、

は
そ
の
才
を
憐
れ
ん
で
獄
に
繋
い
で
お
い
た
ま
ま
に
し
た
。
春
秋
齊
の
管
仲
や
/の
魏
0の
再
來
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
尤
1『
擬
明
史
樂
府
』
譯
2（
五
）（
3本
・
尤
1研
究
会
）
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あ
る
。

の
優
柔
不
斷
を
見
か
ね
た
衍
が
「
虎
を
わ
ば
患
い
を
さ
ん
」
と
力
し
た
た
め
、

は
卓
を
斬
	し
た
。
事
は
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
・
壬
午
殉

に
詳
し
い
。
燕
王
を
し
て
「
惟
だ
一
卓
を
得
た
る
の
み
」
と
感
せ
し
め
た
卓
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
忠
義
貞
は
一
貫
し
て
先
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
[尤
珍
]
燕
王
來
た
り
て
す
、
密
か
に
奏
す
ら
く
、
北
は
幹
の
地
、
金
元
の
由
て
興
る
也
、
宜
し
く
封
を
南
昌
に
徙
し
以
て
の
す
を
つ
べ
し
と
、
上
奏
を
覽
、
大
い
に
き
て
曰
く
、
燕
王
至
親
な
り
、
何
ぞ
此
に
ぶ
を
得
ん
と
、
曰
く
、
楊
廣
隋
文
父
子
に
非
ざ
ら
ん
耶
と
、
上
默
然
た
り
、
文
皇
嘗
て
曰
く
、
國
家
士
を
う
こ
と
三
十
年
、
惟
だ
一
卓
を
得
た
る
の
み
と
、
其
の
識
に
す
る
也
、
其
の
後
高
煦
に
謀
有
り
、
上
衞
を
り
て
樂
安
州
に
徙
す
、
太
子
に
謂
い
て
曰
く
、
此
の
地
北
京
を
去
る
こ
と
邇 ち
か
し
、

も
し
變
を
聞
か
ば

に
發
し
夕
に
擒
に
就
け
り
矣
と
、
[
料
]
『
明
史
』
卷
一
四
一
・
卓
傳
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
五
・
奪

、
同
卷
一
八
・
壬
午
殉

、
同
卷
二
七
・
高
煦
之
叛
、
明
 佐
『
革
除
事
』
卷
三
・
卓
傳
、
明
李
贄
『
續
!書
』
卷
五
・
卓
傳
一
卓

北
郡
金
元
定
北
郡
金
元
に
定
ま
る
徙
南
昌
乃
釁
南
昌
に
徙
す
は
乃
ち
釁
を
た
ん
と
す
れ
ば
な
り
隋
文
楊
廣
亦
一
姓
隋
文
楊
廣
も
亦
た
一
姓
孰
云
至
親
可
勿
問
孰
か
云
う
至
親
問
う
こ
と
勿
か
る
可
し
と
」
國
家
士
三
十
年
國
家
士
を
う
こ
と
三
十
年
惟
得
一
卓

惟
だ
一
卓
を
得
た
る
の
み
」
文
皇
此
歎
何
爲
哉
文
皇
此
の
歎
何
を
か
爲
さ
ん
哉
樂
安
之
徙
自
來
樂
安
の
徙
自
り
て
來
た
る
あ
り
」
北
郡
現
在
の
北
京
。
燕
王
朱
棣
が
封
ぜ
ら
れ
た
地
を
い
う
。
燕
王
は
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）、
一
一
"の
と
き
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
金
元
定
金
元
の
兩
王
が
北
を
國
#に
定
め
た
。
金
は
中
#大
興
府
、
元
は
大
#と
呼
ん
だ
。
南
昌
江
西
南
昌
府
。
現
在
の
江
西
省
の
省
#。
釁
不
和
の
も
と
を
つ
。
釁
は
釁
隙
の
こ
と
、
仲
た
が
い
。
『
左
傳
』
僖
公
七
年
に
、
$母
で
の
盟
%に
際
し
&伯
は
太
子
'を
(わ
せ
た
が
、
太
子
'は
父
命
に
ら
っ
て
齊
に
媚
び
國
を
賣
ろ
う
と
し
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
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た
。
齊
の
桓
公
が
そ
の
不
和
に
乘
じ
て
を
討
と
う
と
、「
侯
鄭
を
討
つ
有
る
も
、
未
だ
捷
な
ら
ず
、
今
苟
く
も
釁
有
ら
ば
、
之
に
從
う
は
亦
た
可
な
ら
ざ
ら
ん
乎
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
管
仲
は
そ
れ
を
諫
め
た
と
あ
る
。
至
親
最
も
し
い
こ
と
。
親

。
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
八
に
、「
至
親
勿
問
」
の
語
が
見
え
る
。
隋
文
楊
廣
隋
の
文
楊
堅
と
そ
の
子
煬
楊
廣
の
こ
と
。
楊
廣
は
父
で
あ
る
文
を
し
て
位
を
簒
奪
し
た
。
國
家
養
士
三
十
年
太
	が
科

を
始
め
て
か
ら
洪
武
の
治
世
三
十
年
の
に
國
家
が
有
用
な
人
材
を

し
て
き
た
こ
と
を
い
う
。
太
	は
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
に
科

制
度
を
始
め
た
。
『
明
史
』
卷
一
四
一
に
、

	が
「
國
家
士
を
う
こ
と
三
十
年
、
惟
だ
一
卓
を
得
た
る
の
み
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
文
皇

	永
樂
。
樂
安
之
徙
永
樂
一
五
年
（
一
四
一
七
）、

	が
第
二
子
で
王
の
朱
高
煦
を
樂
安
州
に
移
し
た
こ
と
。
樂
安
は
樂
安
州
、
現
在
の
山
東

州
。
自
來

	が
朱
高
煦
を
樂
安
州
に
移
し
た
以
は
の
り
。
朱
高
煦
は

	を
助
け
て
武
勳
を
あ
げ
た
が
、
病
肥
滿
で
あ
っ
た
長
子
朱
高
熾
（
の
ち
の
仁
宗
）
に
皇
嫡
が
決
ま
る
と
、
奪
嫡
を
謀
っ
て
機
を
う
か
が
う
た
め
に
南
京
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
兵
を
私
し
水
軍
を

す
る
に
至
っ
て

	は
大
い
に
怒
り
、
弟
高
煦
を
か
ば
っ
た
皇
太
子
に
向
か
っ
て
、「
吾
爾
の
爲
に
大
事
を
計
り
、
か
ざ
る
を
得
ず
、
汝
虎
を
い
自
ら
患
い
を
貽 の
こさ
ん
と
す
る
耶
、
今
兩

衞
を
り
、
之
を
山
東
樂
安
州
に
處
ら
し
む
、
北
京
を
去
る
こ
と
甚
だ
邇 ち
かし
、
ち
變
を
聞
か
ば
に
發
し
夕
に
擒
に
就
け
り
矣
」
と
い
っ
た
（『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
二
七
）。
北
郡
は
、
金
元
兩
が
國
 に
定
め
た
と
こ
ろ
。
燕
王
を
南
昌
に
移
す
の
は
、
骨
肉
の
不
和
を
!と
う
と
し
た
た
め
。
隋
文
と
そ
の
父
を
し
た
子
楊
廣
も
や
は
り
同
じ
姓
。
誰
が
い
お
う
、
最
も
し
い
肉
親
ゆ
え
問
題
に
し
な
く
て
も
よ
い
な
ど
と
。
國
家
が
人
材
を

し
て
き
た
洪
武
三
十
年
の
、
た
だ
卓
ひ
と
り
の
み
を
得
た
。

	が
こ
う
"い
て
み
た
と
こ
ろ
で
如
何
し
よ
う
と
い
う
の
か
。
高
煦
を
樂
安
州
に
移
し
た
の
は
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
（
土
谷
彰
男
）
尤
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